
工務店様へ毎月お届け　桝徳「コミュニケーション情報誌」

Presented by Masutoku  2026.8

MASUTOKU.Inc

VoL ���

　住宅需要の減少が続くなか、「今後の売上をどう確保していくか」と悩まれている工務店様も多いのではないでしょうか。
そこで今回は、新たな事業の可能性として注目されている「非住宅の木造化」を特集します。
　なぜ今、非住宅の木造化が注目されているのか。市場の動向や取り組むメリットに加え、住宅を中心に手がけてきた
工務店様でも導入しやすい工法やサポート体制をご紹介します。
　住宅づくりで培った技術や経験を活かせる新たな選択肢を考えるきっかけとして、ぜひ中面をご覧ください。

LIDトラス工法・テクノストラクチャー工法

住宅市場が縮小する今、考えたい
非住宅の木造化

MASUTOKU. Inc

www.masutoku. jp

「桝徳スタッフ図鑑」 VoL ��

■本　社
〒330-0804　埼玉県さいたま市大宮区堀の内町1-697
TEL：���（���）����  FAX：���（���）����
e-mail:info@masutoku.jp

■伊奈配送センター
〒362-0811　埼玉県北足立郡伊奈町西小針6-127
TEL：���（���）����  FAX：���（���）����

桝徳スタッフを毎号1人ずつご紹介！当社は、時代に合った暮らしを、地域企業
のみなさまと共に創り出すことを使命と考えております。みなさまと一緒に暮ら
しを創る一員として、わたしたちのことを少しでも知っていただけたら幸いです。

桝徳は創業明治38年、木と共に1世紀

■会社名の由来
創業者初代星野徳次郎が浦和にあった桝屋という材木商で
修行した後、大宮で店を出すにあたって、修行した店の屋
号と本名の一字を合わせて「桝徳」としたものです。

■ ビジョン

■ バリュー

今も未来も、笑顔になる暮らしを実現します

顔の見えるつくり手と共に時代に合った
暮らしを創造します

誠実・責任・向上心

ケーキ屋さん

ごまがのったサクサクの生地に、カスタードクリームがたっぷり詰まったシュー
クリームがおすすめ。甘さ控えめなのでペロリと食べられる一品です。季節限定
の、桃を丸ごと使ったケーキ「ももたろう」もおすすめです。

食肉になる運命の子牛が、お母さんに会いに行く切な
い旅路を描いたベストセラー絵本を読みました。絵本
＝子供向けのイメージがありますが、大人が読んでも
思わず涙してしまいます。機会がございましたら、ぜひ
一度手にとってみてください。

子 ど も の 頃 の 夢

右利きですが、バットは左で打つことができ
ます。

ちょっとだけ得意なこと

最 近 の ベ ス ト シ ョ ッ ト

Porte Bonheur（ポルトボヌール）
（さいたま市浦和区）地域のおすすめ ケーキ屋さん

絵本『もうじきたべられるぼく』はせがわゆうじ作
ソリューションチーム

（営業サポート）
川平　朋実



今月の木になる通信
■
テ
ク
ノ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
工
法:

　

幼
稚
園
食
育
施
設

　

広
い
空
間
を
必
要
と
す
る
、幼
稚
園
の
食
育
施
設
。ラ

ン
チ
ル
ー
ム
や
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
の
柱
を
極
力
減
ら

し
、広
々
と
し
た
空
間
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

住
宅
市
場
が
縮
小
す
る
今
︑考
え
た
い

非
住
宅
の
木
造
化

Ｌ
Ｉ
Ｄ
ト
ラ
ス
工
法
・
テ
ク
ノ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
工
法

特  集

建
築
実
例
を
ご
紹
介

ど
ん
な
非
住
宅
が
建
て
ら
れ
る
？

　

新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
減
り
続
け
、
令
和
７
年
は
３
年

連
続
減
少
で
７
４
０
，
６
６
７
戸
と
な
り
ま
し
た
。
住
宅

需
要
が
減
っ
て
い
く
と
予
測
さ
れ
て
い
る
中
で
、
注
目
さ

れ
て
い
る
の
は
、
事
務
所
や
店
舗
、
福
祉
施
設
と
い
っ
た

低
層
の
非
住
宅
の
木
造
化
で
す
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
達
成
を
背
景
に
、
木
造
化
が
強
く
後
押
し
さ
れ
て
い

る
中
で
、
１
〜
３
階
建
て
の
低
層
非
住
宅
の
木
造
率
は
約

４
〜
18
%
（
令
和
６
年
度
時
点
）
程
度
と
、
住
宅
の
木
造

率
と
比
べ
る
と
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

非
住
宅
の
木
造
化
は
、①
建
築
コ
ス
ト
を
抑
え
や
す
い
、

②
工
期
を
短
縮
し
や
す
い
、③
重
量
鉄
骨
造
・
Ｒ
Ｃ
造
に

比
べ
て
減
価
償
却
期
間
が
短
い
、④
木
の
温
も
り
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
お
施
主
様
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
工
務
店
様
に
と
っ
て
も
、①
住
宅
に
加
え
た
新

た
な
事
業
領
域
と
な
る
、②
利
用
者
が
多
い
非
住
宅
を
手

が
け
る
こ
と
で
、
宣
伝
効
果
が
あ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
密
着
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

不
具
合
が
起
き
た
と
き
に
す
ぐ
に
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
が

で
き
る
と
い
う
の
は
、
工
務
店
様
な
ら
で
は
の
強
み
を
活

か
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
事
業
領
域
と
し
て
注
目

非
住
宅
の
木
造
化

工
務
店
様
・
お
施
主
様
の

非
住
宅
木
造
化
の
メ
リ
ッ
ト

　

非
住
宅
の
木
造
化
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
一
方
で
、
新

た
な
領
域
に
取
組
む
不
安
を
感
じ
ら
れ
る
工
務
店
様
も
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
方
の
サ
ポ
ー

ト
と
な
る
よ
う
、
２
つ
の
工
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
つ
は
、建
て
方
大
工
の
技
術
で
組
む
こ
と
が
で
き
る
、

株
式
会
社
ラ
ン
バ
ー
テ
ッ
ク
の
Ｌ
Ｉ
Ｄ
ト
ラ
ス
工
法
、
も

う
一
つ
は
、
構
造
計
算
を
対
応
し
て
く
れ
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク 

ア
ー
キ
ス
ケ
ル
ト
ン
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社
の
テ
ク
ノ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
工
法
で
す
。

　

中
段
に
て
、
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

非
住
宅
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

工
法
を
選
ぶ

高
い
施
工
性
と
大
空
間
を
実
現

Ｌ
Ｉ
Ｄ
ト
ラ
ス
工
法

構
造
計
算
も
強
度
も
ク
リ
ア

テ
ク
ノ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
工
法

コ
ス
ト
を
合
理
化

最
大
��
ｍ
の
大
空
間

建
て
方
大
工
で
施
工
可
能

　

躯
体
と
木
造
ト
ラ
ス
は
㈱
ラ
ン
バ
ー
テ
ッ
ク

の
工
場
で
制
作
さ
れ
︑搬
入
ま
で
し
て
く
れ
ま

す
︒躯
体
は
独
自
の
軸
組
金
物
工
法
で
短
時
間

の
施
行
が
可
能
︒ま
た
︑木
造
ト
ラ
ス
は
ク
レ
ー

ン
で
釣
り
上
げ
て
躯
体
に

取
り
付
け
る
た
め
︑一
般
の

建
て
方
大
工
で
施
工
が
可

能
で
す
︒

構
造
計
算
は

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
対
応

　

テ
ク
ノ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
工
法
で
は
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
が
許
容
応
力
度
計
算
に
よ
る
構
造
計
算

を
実
施
す
る
た
め
︑依
頼
先
を
別
途
探
す
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

現
在
︑３
０
０
０
㎡
ま
で
は
一
体
設
計
に
対

応
し
て
お
り
︑３
０
０
０
㎡
を
超
え
る
建
物
に

関
し
て
も
構
造
を
分
割
し
て
設
計
す
る
こ
と
で

対
応
が
可
能
に
︒構
造
計
算
の
負
担
軽
減
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒︒

︻
非
住
宅
の
木
造
化
に
対
す
る
不
安
︼

木
造
で
十
分
な
強
度
を
確
保
で
き
る
の
か

住
宅
し
か
経
験
が
な
く
︑自
社
で
対
応
で
き
る
の
か

コ
ス
ト
や
工
期
の
見
通
し
が
立
て
づ
ら
い

構
造
設
計
や
施
工
サ
ポ
ー
ト
を
誰
に
相
談
す
れ
ば

よ
い
か
わ
か
ら
な
い

・・・・

　

Ｌ
Ｉ
Ｄ
ト
ラ
ス
は
１
本
が
軽
く
施
工
の
手
間

が
か
か
ら
な
い
た
め
︑住
宅
を
施
工
す
る
建
て

方
大
工
で
も
施
工
が
可
能
︒工
期
と
人
件
費
の

合
理
化
に
つ
な
が
り
ま
す
︒

　
一
般
流
通
材
で
の
対
応
が
可
能
で
︑特
注
の

材
料
や
内
部
の
柱
や
火
打
ち
な
ど
も
不
要
で
す
︒

木
＋
鉄
の
高
い
強
度

 

独
自
部
材
の
木
と

鉄
の
複
合
梁﹁
テ
ク

ノ
ビ
ー
ム
﹂に
よ
り

高
い
強
度
を
実
現
︒

従
来
の
木
造
建
築

物
の
課
題
を
克
服

し
︑鉄
骨
造
に
引
け

を
と
ら
な
い
強
度
で
︑

耐
震
性
に
も
配
慮

し
た
設
計
を
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
︒

　
Ｌ
Ｉ
Ｄ
ト
ラ
ス
を

採
用
す
る
こ
と
で
︑

建
物
内
に
柱
や
大

き
な
梁
が
不
要
に
︒

　

車
が
出
入
り
で

き
る
倉
庫
や
︑子
ど

も
が
ゆ
っ
た
り
と
動

き
回
れ
る
幼
稚
園

な
ど
︑広
々
と
し
た

空
間
を
提
案
す
る

こ
と
が
で
き
︑木
造

非
住
宅
の
選
択
肢

が
広
が
り
ま
す
︒

設
計
の
自
由
度
が
高
い

幅
広
い
部
材
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
設
計
自
由
度

が
高
く
︑１
棟
１
棟
の
希
望
条
件
に
合
わ
せ
て

き
め
細
か
く
解
決
策
を
提
供
で
き
ま
す
︒

【新設住宅着工戸数の予測】

【新設着工建築物の構造割合】

参照：㈱野村総合研究所　ニュースリリース
          「2040年度の新設住宅着工戸数は61万戸に減少（2025.06.12）」

参照：令和6年度 森林・林業白書（令和7年6月3日公表）
　　  第1部 第3章 第2節 木材利用の動向（2）

そ
ん
な
不
安
を
カ
バ
ー
す
る
２
つ
の
工
法
を
ご
紹
介

　

在
来
軸
組
の
上
に
２
ｘ
４
材
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
ト
ラ
ス
を
載
せ
る
Ｌ
Ｉ
Ｄ
ト
ラ
ス

工
法
︒ブ
レ
ー
ス
や
梁
︑火
打
を
用
い
て
確
保
す
る
必
要
の
あ
っ
た
屋
根
水
平
構
面
を
︑Ｌ
Ｉ
Ｄ

ト
ラ
ス
屋
根
の
み
で
確
保
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
︒Ｌ
Ｉ
Ｄ
ト
ラ
ス
と
い
う“

蓋”

を
す

る
こ
と
で
︑建
物
全
体
の
構
造
を
担
保
し
ま
す
︒

2×4工法 / 木造枠組壁工法
ツーバイ材で構成されるトラスに12mm
の針葉樹合板を野地に貼ることで水平構
面を担保。

在来工法 / 木造軸組工法
土台、柱、梁、桁を外周部に設置して、針葉
樹の9mm合板を壁に貼ることで躯体の構
造を成立させます。合板の代わりに筋交い
の代用も可能で、用途によって使い分ける
ことができます。

針葉樹合板12mm
針葉樹合板9mm

人
件
費

材
料
費

　

木
と
鉄
の
複
合
梁﹁
テ
ク
ノ
ビ
ー
ム
﹂に
よ
る
高
い
強
度
で
︑鉄
骨
造
に
引
け
を
と
ら
な
い

強
度
と
機
能
性
を
実
現
︒コ
ス
ト
や
税
金
な
ど
木
造
の
メ
リ
ッ
ト
は
そ
の
ま
ま
に
︑木
造
非
住

宅
の
提
案
の
幅
を
広
げ
る
工
法
で
す
︒

最
大
��
ｍ
ス
パ
ン

最
大
４
ｍ
の
天
井
高

︵
２
階
建
て
建
物
１
階
天
井
高
︶

耐
火
建
築
物
も
対
応

Ｍ
フ
レ
ー
ム
で
多
彩

な
開
口
を
可
能
に

２
ｔ
・
４
ｔ
車
で
も
搬

入
が
可
能

・・・・※ 広
い
空
間
も
対
応

　
日
本
に
は
数
多
く
の
地
域
材
が
あ
り
︑産
地

や
育
て
方
に
よ
っ
て
︑木
目
の
美
し
さ
や
強
度

な
ど
に
違
い
が
で
て
き
ま
す
︒

　
今
回
は
︑そ
の
特
徴
を
わ
か
り
や
す
く
地
域

ご
と
に
分
け
て
ご
紹
介
︒次
回
は
埼
玉
県
産
材

に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
︒︵
大
林
　
勲
︶

地
図
で
見
る
地
域
材

【各地方の主なブランド材の特徴例】

吉野杉・吉野ヒノキ、北山杉

非常に緻密で高級ブランド材

■
Ｌ
Ｉ
Ｄ
ト
ラ
ス
の
実
例
：
店
舗
兼
事
務
所

　

Ｌ
Ｉ
Ｄ
ト
ラ
ス
に
よ
っ
て
実
現
し
た
柱
の
な
い
広
々
と

し
た
店
舗
兼
事
務
所
。木
の
質
感
を
活
か
し
た
空
間
と
壁

一
面
の
開
口
部
で
明
る
く
開
放
的
な
印
象
で
す
。

場所：埼玉県蕨市
サイズ：11 x ��m / 高さ 3m

床面積：498 ㎡
1 階建て

　

２
つ
の
工
法
や
非
住
宅
の
木

造
化
な
ど
、お
気
軽
に
桝
徳
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

桝徳
問合せ

▼　　　▼

㈱ランバー
テック

▼　　　　　▼
パナソニック

 アーキスケルトン
デザイン㈱

▼　　　　　　　▼

北海道北海道

四国四国

東北東北

九州九州

近畿近畿

中部中部 関東関東

日田杉、飫肥杉、屋久杉
赤身部分の油分が多く、腐
りにくくシロアリにも強い

秋田杉
まっすぐできめ細かい年輪、見た
目の美しさと扱いやすさで評価

土佐杉、土佐ヒノキ
強度や香りに優れ、構
造材や造作材に多用

木曽ヒノキ、東濃ヒノキ、
信州カラマツ、天竜材

神社仏閣用などの高級材が多い

八溝杉（やみぞすぎ）
色つやが良く、年輪がき
め細かくきれい。柱・梁・
内装材など幅広く使用

道南スギ、北海道カラマツ
寒冷地産、弾力性と粘り
があり構造材に多用

01

0203
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0203

20
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30
35
40

2024 2030 2035 2040

（万戸）
→予測値

持ち家
分譲住宅
貸家

低層住宅の木造率は約8割 低層非住宅は鉄骨造が圧倒的多数

（年度）

36 35 34 33 32 31 30 29

22

26 25 24 23 22 21 20 19 1824 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14

住宅 非住宅

1階

2階
3階

木造 非木造

58 96442
89 811911

90 821810
（約％）（約％）
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